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ASEAN市場は何となく新型肺炎の感染者数によって相場の強弱が分かれてきたような感触だ。相場から予測

するとタイがまずい状況、ベトナムは軽症ということになりそうだ。フィリピンはというと、安値圏での三角保ち合い
の動きで、市場は様子を見ている状況となる。日足では基準線、週足では転換線が上値を抑えているパターンで
あり、今週はこれを抜けるか否かが大きなポイントになる。抜けずに下放れとなれば先の安値更新の可能性もあ
り、ここはまず様子見となる。

市場一刀両断 短期三角保ち合いの行方を見守る



アナリスト注目銘柄 GMA Holdings, Inc. (GMAP)
（DMC)
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【注目材料】放送業界はABSの免許更新問題で揺れている。どのように決着するかは見えないものの、改めて放送事業の重要性
が認識された格好だ。当社はある意味、ABSとのライバル会社だが、今後の展開次第ではABSに経営参加する可能性もあるとさ
れる。また注目されるのは5G時代に突入したときの将来性だ。コンテンツがきわめて豊富な会社であり、新たな収益源が生まれ
る可能性が高い。

【投資戦略】週足は中勢三角保ち合いを形成しており、煮詰まり感が強い。年末に保ち合い上限を一瞬上抜けたことで、年初来高
値更新を期待できそうだ。さらに配当利回りも高いのが魅力だ。

Analyst’s Take: Strong Buy
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NEW！ 相場の縦軸（時系列）を分析する変化日での注目銘柄

読者が株長者になっていただきたいために新た
なコンテンツをフィリピン・コムに搭載した。それは
相場の変化日だ。多くの投資家はチャートの縦軸、
すなわち株価の変動に注目するが、変化日は横
軸である時間の経過である相場サイクルを見るも
の。サイクルを知ることにより、さらに相場の転機
を把握できるようになる。今回は週足で、今週に
変化日が訪れる銘柄をリストアップした。売買判
断は最もパフォーマンスが高いテクニカルによる
もの。
このなかでは安値更新後に急伸したMHCに注目
したい。
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妥当株価ロボ判断銘柄 Megaworld Corporation (MEG)

今週は「妥当株価ロボ（週足）」による銘柄抽出。

今週も妥当株価ロボの週足バージョンを使っ
て注目銘柄を絞り込んだ。

今回はインカム重視と安値上抜けのパターン
を抽出条件にした。その結果、抽出されたの
は上記2銘柄であった。
いずれも好チャートとなっているが今回はCIP

を選択した。株主異動後上値追いの動きが
継続しており、目先妙味が大きそうだ。
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